
１

●
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

　
「
友
好
都
市
務
安
と
と
も
に
～
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
へ
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
平
成
24
年
2
月
11

日
、
12
日
の
両
日
、
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

で
開
催
し
た
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
当

初
の
予
想
を
越
え
る
２
３
５
０
人
の
市
民
の
皆
様

の
参
加
を
得
て
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ひ
と
え
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援

の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
2
つ
の

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

●
市
民
参
加
の
か
た
ち
を
つ
く
っ
た

　

1
つ
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
動
か
す
エ
ン
ジ
ン
づ
く

り
で
す
。
勿
論
、
エ
ン
ジ
ン
は
、
北
名
古
屋
市
民

で
す
。「
市
民
参
加
」
と
「
オ
ー
プ
ン
な
運
営
」

を
基
本
と
し
て
、
企
画
か
ら
運
営
ま
で
徹
底
的

に
市
民
参
加
に
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

で
の
協
会
づ
く
り
の
大
き
な
実
験
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
２
日
間
で
、
延
べ
30
を
数
え
た
イ
ベ
ン
ト

等
を
そ
の
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企
画
、
運
営
、

実
施
ま
で
１
０
０
名
を
越
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
と
実
績
は
、
協
会
に
と
っ
て
、
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

●
新
し
い
国
際
交
流
の
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
た

　

2
つ
は
、
友
好
都
市
韓
国
・
務
安
郡
か
ら
韓
食

文
化
交
流
団
を
、
招
へ
い
し
て
、「
と
も
に
つ
く

り
、
と
も
に
食
し
、
と
も
に
語
る
」
と
い
う
食
文

化
交
流
を
通
じ
て
、「
務
安
直
伝
！
北
名
古
屋
キ

ム
チ
料
理
」
を
市
民
協
働
に
よ
り
、
開
発
提
案
で

き
ま
し
た
。
北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
が
大
き

く
加
速
さ
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
成
果
は
、
市
町

村
や
市
町
村
国
際
交
流
協
会
に
、
広
く
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
協
会
に
と
っ

て
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
力
強
く
踏
み
出
す
キ
ッ
ク

オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

協
会
設
立
５
周
年
記
念

「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
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●
務
安
直
伝
！
北
名
古
屋
キ
ム
チ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

１
階
小
ホ
ー
ル
は
、
11
日
に
は
、「
務
安
直
伝
！
北
名
古
屋

キ
ム
チ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。（
共
催
、
愛

知
県
国
際
交
流
協
会
）

　

キ
ム
チ
（
白
菜
）
部
門
、
キ
ム
チ
（
大
根
・
玉
ね
ぎ
）
部

門
、
玉
ね
ぎ
料
理
部
門
と
３
種
類
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
公
募

し
た
市
民
審
査
員
の
ほ
か
、
駐
名
古
屋
韓
国
総
領
事
イ
・
キ
ョ

ン
ド
ン
さ
ん
、
前
知
事
神
田
真
秋
さ
ん
、
市
長
さ
ん
、
議
長
さ

ん
、
務
安
か
ら
の
キ
ム
チ
料
理
の
達
人
の
皆
さ
ん
も
審
査
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
最
優
秀
受
賞
グ
ル
ー
プ
は
、
次
の
通
り
で
す
。

キ
ム
チ
（
白
菜
）
部
門

　
熊
澤
グ
ル
ー
プ
代
表　

熊 

澤 

房 

子
さ
ん

キ
ム
チ
（
大
根
、
玉
ね
ぎ
）
部
門

　
さ
ら
ん
グ
ル
ー
プ
代
表　

上 

田 

典 

子
さ
ん

玉
ね
ぎ
料
理
部
門

　
熊
澤
グ
ル
ー
プ
代
表　

熊 

澤 

房 

子
さ
ん

　

北
名
古
屋
市
と
務
安
郡
と
の
協
働
事
業
の
成
功
を
確
か
な
も

の
と
す
る
た
め
に
、
協
会
は
、
①
海
を
越
え
た
地
産
地
消　

②

友
好
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　

③
市
民
参
加
、
と
い
う

３
つ
の
考
え
方
を
基
本
に

し
て
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
単
な
る
一
過
性
の
イ
ベ

ン
ト
に
す
る
こ
と
な
く
、

「
北
名
古
屋
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
」
に
繋
い
で
い
く
運

動
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
「
韓
国
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
協

会
内
に
運
営
企
画
会

議
を
設
置
し
、
２
つ

の
作
業
部
会
（
市
民

参
加
委
員
会
、
地
域

お
こ
し
委
員
会
）、

で
、
ア
イ
デ
ア
出
し

か
ら
、
企
画
、
運

営
、
実
施
に
至
る
ま

で
、
す
べ
て
の
過
程

を
市
民
参
加
で
、
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
1
階
で
は
、
ロ
ビ
ー
を

使
っ
て
、
務
安
の
紹
介
、
務
安
物
産
即
売
、
韓
国
の
観
光
、
韓

国
物
産
即
売
、「
北
名
古
屋
・
務
安
相
互
交
流
の
あ
ゆ
み
」
の

写
真
パ
ネ
ル
展
、「
務
安
直
伝
！
北
名
古
屋
キ
ム
チ
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
の
あ
ゆ
み
」
の
写
真
パ
ネ
ル
展
、
韓
国
民
族
衣
装
の
メ

イ
ク
と
試
着
と
記
念
写
真
撮
影
会
、
缶
バ
ッ
チ
、
蜜
ろ
う
ロ
ー

ソ
ク
づ
く
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
た
す
け
の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
わ
た
菓

子
、
ポ
ン
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

2
階
会
場
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
韓
食
グ
ル
メ
ゾ
ー
ン

で
の
模
擬
店
、
韓
流
ス
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
販
売
、
研
修
室
で
は
、

ビ
デ
オ
映
画
上
映
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　
「
韓
国
を
識
る
」、「
韓
国
を
観
る
」、「
韓
国
を
食
す
」
と
い

う
3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
理
し
、
わ
か
り
や

す
い
韓
国
理
解
を
心
掛
け
ま
し
た
。

友
好
都
市
務
安
と
と
も
に

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

運
営
企
画
会
議
メ
ン
バ
ー
募
集

　

当
協
会
は
「
韓
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
績

と
経
験
を
活
か
し
て
、
ア
イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企

画
、
運
営
実
施
ま
で
、
市
民
参
加
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

推
進
役
と
し
て
、
運
営
企
画
会
議
を
立
ち
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

運
営
企
画
会
議
作
業
部
会
と
し
て
、「
市
民
参

加
委
員
会
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」、「
地
域

お
こ
し
委
員
会
」、
を
設
置
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

平
成
24
年
4
月
20
日（
金
）ま
で

○
募
集
人
員
約
40
名

　

２
０
１
２
年
韓
国
・
麗
水
市
で
、
開
催
さ
れ
る
国
際

博
覧
会
の
テ
ー
マ
「
生
き
て
る
海
と
沿
岸
」
に
合
わ
せ

た
日
中
韓
子
ど
も
絵
画
展
（
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ド
リ
ー

ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
）
の
作
品
を
募
集
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
ソ
ウ
ル
で
の
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

応
募
作
品
は
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
か
ら
８
万
２
０

０
０
点
。

　

協
会
か
ら
参
加
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
北
名
古
屋
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
応
募
は
、
２
２
７
点
と
な
り
ま
し

た
。
九
之
坪
南
保
育
園
の
細
野
紗
良
ち
ゃ
ん
が
、
幼
児

部
門
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
好
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
優
秀
作
品
は
、
麗
水
世
界
博
覧
会
会
場
で
展
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

（
麗
水
世
界
博
覧
会　

会
期
２
０
１
２
年
５
月
12
日
～

８
月
12
日
）

２
０
１
２
麗
水
（
ヨ
ス
）
世
界
博
覧
会

日
中
韓
子
ど
も
絵
画
展
最
優
秀
賞
受
賞
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●
Ｋ
︱
Ｐ
Ｏ
Ｐ
文
化
イ
ベ
ン
ト

　

ま
た
、「
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
文
化
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
韓
国
伝

統
舞
踊
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
続
い
て
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
シ
ン

ガ
ー
、
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
（
ボ
ミ
）
さ
ん
の
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
で
し
た
。

　

名
古
屋
で
活
躍
す
る
韓
国
の
イ
ケ
メ
ン
新
人
５
人
組
の
「
Ｈ

５
」
も
友
情
出
演
。
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
も
加

わ
り
、
若
さ
を
全
面
に
出
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
立
ち
見
も
出
て
、
３
０
０
人
を
越
え
る
若
者
た
ち
が

小
ホ
ー
ル
に
溢
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
は
、
ア
ル
バ
ム
、
Ｐ
Ｒ
用
Ｃ
Ｄ
，
タ
オ
ル
等

を
販
売
し
、
そ
の
収
益
金
を
す
べ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援

金
と
し
て
、
当
協
会
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お

届
け
し
ま
し
た
。

義
援
金　

総
額
１
９
２
４
０
円
。

気
楽
に
付
き
合
お
う

山
田　

建
二　

　

世
界
に
は
数
多
く
の
言
語
が
あ
る
。
国
の
数
の

何
十
倍
も
の
言
語
が
あ
る
と
い
う
。
僕
の
知
人
に

は
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
語
な
ど
多
言
語

に
堪
能
な
友
が
い
る
。
中
国
の
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
現
在
は
、
日
本
の
大

学
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
世
の
中
に
は
言
語

感
覚
に
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
る
人
が
実
際
に

い
る
。
僕
に
は
そ
の
よ
う
な
人
が
羨
ま
し
い
。
国

際
交
流
は
多
言
語
に
堪
能
な
人
だ
け
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

　

小
学
校
５
年
生
の
時
、ラ
ジ
オ
で
遊
ん
で
い
た
。

ダ
イ
ヤ
ル
を
ゆ
っ
く
り
回
す
と
、外
国
語
の
放
送
が
入
っ
て
く
る
。

「
こ
ち
ら
は
モ
ス
ク
ワ
放
送
で
す
。
た
だ
今
日
本
向
け
に
日
本
語

放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
こ
れ
が
僕
が
初
め
て

聞
い
た
外
国
の
放
送
で
あ
っ
た
。
知
ら
な
い
国
の
放
送
。
僕
に
は

ラ
ジ
オ
の
素
晴
ら
し
さ
が
恐
ろ
し
く
魅
力
的
に
な
り
、
放
送
の
虜

に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
Ｖ
Ｏ
Ａ
、
ラ
ジ
オ
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
北
京
放
送
な
ど
多
く
の
日
本
語
放
送
を
見
つ
け
出
し

た
。
中
学
校
に
入
り
、
英
語
を
学
校
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
時

報
の
後
、放
送
局
名
と
送
信
周
波
数
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
ス
テ
ア
ナ
）

を
何
度
も
聞
い
て
、
放
送
局
を
探
り
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
受

信
の
状
態
と
放
送
内
容
を
書
い
て
放
送
局
へ
送
っ
た
。
内
容
が
正

し
い
と
放
送
局
か
ら
美
し
い
Ｂ
Ｃ
Ｌ
カ
ー
ド
（
受
信
証
明
書
）
が

送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
海
外
と
接
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
海
外
の
多
く
の
人
と
交
信
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
欲
望

が
強
く
な
り
、
高
校
時
代
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
免
許
を
取
得
し

た
。
海
外
と
の
交
信
は
実
に
ス
リ
リ
ン
グ
で
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

で
き
も
し
な
い
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
楽
し
ん
だ
。

　

外
国
語
は
苦
手
で
あ
る
。日
本
語
す
ら
不
満
足
な
状
態
で
あ
る
。

不
得
意
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
社
会
と
い
う
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
僕
に
国
際
交
流
の
手
伝
い
役
が
回
っ
て

き
た
。

　

外
国
人
の
日
本
語
教
育
の
一
端
を
担
う
授
業
を
小
学
校
へ
出
向

い
て
、
現
在
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
国
籍
や
言
語
の
異
な
る
人

と
触
れ
合
う
の
は
決
し
て
嫌
で
は
な
い
。そ
ん
な
人
と
付
き
合
い
、

色
々
こ
ち
ら
が
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
相
手
の
言
葉
が
理
解

で
き
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
最
高
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
伝
え
よ
う
と

す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
必
ず
通
じ
る
。
僕
は
そ
う
信
じ
て
い
る
。

「
友
達
に
な
ろ
う
よ
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
外
国
の

人
と
付
き
合
い
は
で
き
る
。
気
楽
に
友
達
に
な
ろ
う
よ
。

⑪

●
務
安
郡
派
遣
中
学
生
体
験
発
表

　

12
日
に
は
、「
務
安
郡
派
遣
中
学
生
体
験
発
表
」
に
、
本
年

度
派
遣
の
10
名
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
異
文
化
を
体
験

す
る
新
鮮
な
視

点
が
紹
介
さ

れ
、
会
場
か
ら

拍
手
が
起
き
ま

し
た
。

　

続
い
て
、

「
ノ
リ
パ
ン
の

仲
間
た
ち
」
20

人
に
よ
る
韓
国

伝
統
芸
能
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
会
場
が
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。



４

　

協
会
で
は
、
市
内
で
実
施
、
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
事

業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
１
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
補
助
額　

対
象
経
費
の
50
％
以
下
、
１
事
業
10
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

・
申
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、

５
月
31
日
ま
で
に
協
会
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
平
成
24
年
度
４
月
１
日
以
降
す

で
に
実
施
中
の
事
業
や
終
了
し
た
事
業
も

対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

協
会
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
外
国
語
学
習
講
座
等

に
つ
い
て
、
そ
の
講
師
料
等
の
１
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
額　

講
師
料
等
の
50
％
以
下
、
１
講
座
に
つ
き

５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
申
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、

５
月
31
日
ま
で
に
協
会
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
平
成
24
年
度
４
月
１
日
以
降
す

で
に
実
施
中
の
事
業
や
終
了
し
た
事
業
も

対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

協
会
で
は
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
と　
　

き　

平
成
24
年
４
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～

・
と
こ
ろ　

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

・
対　
　

象　

協
会
会
員

・
議　
　

題　

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
事
業
予

　
　
　
　
　
　

算
（
案
）

※
協
会
の
総
会
は
、
協
会
会
員
の
方
し
か
入

場
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
会
員
に
は
、
事

前
に
開
催
通
知
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
国
際
理
解
推
進
の
一
環
と
し
て
、

ア
ジ
ア
楽
器
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
に
は
、
会
員
以
外
の
方
（
先
着
50
名
）
に

は
、
入
場
券
が
必
要
で
す
。

・
と　
　

き　

平
成
24
年
４
月
14
日
（
土
）
午
前
11
時
～

開
始
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
と
こ
ろ　

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

・
内　
　

容　

揚
琴
奏
者
王
侃
（
ワ
ン
・
カ
ン
）
さ
ん
と

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
ひ
ら
の
の
り
こ
さ
ん
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

・
入
場
券　

平
成
24
年
４
月
２
日
よ
り
、
市
役
所
西
庁

舎
４
階
協
会
事
務
局
で
１
人
２
枚
ま
で
配

布
し
ま
す
。

国
際
交
流
協
会

　
　
　
通
常
総
会
開
催

総
会
開
催
記
念
演
奏
会

国
際
交
流
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

外
国
語
学
習
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

Information

　

各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
左

記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
よ
り
、

事
務
局
が
４
階
に
移
転
し
ま
す
。

〒
481-

8531　
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　

話 

０
５
６
８

－（
２
２
）－

１
１
１
１　

内
線
２
４
０
０

Ｆ　

Ａ　

Ｘ 

０
５
６
８

－（
２
５
）－

１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 

info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.kitanagoya-kiia.jp

・
夜　
　

間　

平
成
24
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
昼　
　

間　

平
成
24
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

・
と
こ
ろ　

東
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

・
夜　
　

間　

平
成
24
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
夜　
　

間　

平
成
24
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と　
　

き　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
対　
　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

・
受
講
料　

一
般　
　

年
１
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

会
員　
　

年
１
１
０
０
０
円

・
定　
　

員　

各
コ
ー
ス
と
も
30
名
（
先
着
順
）

・
申
込
み　

平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
受
講
料
を
添
え

て
協
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
が
10
名
以
下
の
場
合

は
、
開
催
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

外
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す

韓
国
語
講
座
（
入
門
）

韓
国
語
講
座
（
初
級
）

中
国
語
講
座
（
初
級
）

木


